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本市が今後も発展を続けて行くためには，都市づくりの４つの主要課題として設定

した，「都市機能の強化と公共交通ネットワークの形成」「雇用の場と住環境の形成」

「安全・安心の創出」「地域コミュニティの維持発展」への対応が重要です。 

本市では，これらの課題に丁寧に対応するために，「都市の魅力向上と地域経済を活

性化するとともに，良好な居住環境を創出し，強い地域力を持って，誰もが安全に安

心して，元気で心豊かに暮らせる，持続可能な都市づくりを進める」ことを基本理念

として都市づくりに取り組みます。 

 

（１）都市づくりの目標の設定 

本市の総合計画が掲げる将来像の実現に向けて，都市づくりの基本理念を踏まえ，

具体的な目標を設定します。 
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３-１ 都市づくりの基本理念 
３-２都市づくりの目標 

【都市づくりの目標２】 

安定した産業基盤と豊かな住環境の形成を目指す都市づくり 

産業振興・定住促進 
課題② 雇用の場と住環境の形成 

【都市づくりの目標３】 

災害に強く，安全に安心して暮らすことのできる都市づくり 

防災・防犯・福祉 
課題③ 安全・安心の創出 

【都市づくりの目標１】 

都市機能の強化と公共交通ネットワークの形成を実現する都市づくり

機能連携・持続可能 
課題① 都市機能の強化と公共交通ネットワークの形成

【都市づくりの目標４】 

地域力の向上のもと，みんなで進める協働の都市づくり 

官民連携・地域力強化 
課題④ 地域コミュニティの維持発展 



３ 大竹市の目指すまちの将来像 

42 

3 

大
竹
市
の
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像 

（２）将来フレームの設定 

都市計画マスタープランにおける将来フレームは，大竹市人口ビジョンの将来人口

の見通しにより，以下のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2039 年時点で 

約 22,000 人を想定 

人口減少に対するま
ちづくり施策を戦略
的かつ着実に実施す
ることで，人口の減
少を抑制し，安定化
を目指します。 

図 大竹市の将来人口の見通し 

（資料：大竹市人口ビジョン） 

将来フレーム 

将来人口：22,000 人 
（目標年次を策定から 20 年後の 2039 年とします。） 

H22  H27   R2   R7  R12  R17  R22  R27  R32  R37  R42 

(2010) (2015) (2020) (2025) (2030) (2035) (2040) (2045) (2050) (2055) (2060) 
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将来都市像を実現するために掲げた都市づくりの目標を達成するために，以下の施

策を進めていきます。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-３ 都市づくりの目標に向けた施策展開の方針 

都市づくりの目標２ 

安定した産業基盤と豊かな住環境の形成を目指す 

都市づくり 

本市は製紙，化学繊維，石油化学等の基幹産業において県内でも有数の工業地帯を有し，

産業基盤が一定レベル整っています。これらの，産業環境の維持・向上とともに，地場

産業の育成を視野に入れた土地利用誘導，都市基盤整備を進め，地域経済が活性化する

都市づくりを目指します。 

また，産業と住環境の良好な関係を形成するために，双方の環境づくりに取り組み，本

市の魅力を向上し，快適な住環境が形成される都市づくりを目指します。 

都市づくりの目標１ 

都市機能の強化と公共交通ネットワークの形成を 

実現する都市づくり 
本市は，地理的要件により都市機能が比較的コンパクトに集約されています。今後も本

市の魅力を損なうことなく，持続可能な都市づくりを進めていくために，各地域が有す

る都市機能を結ぶ公共交通ネットワークの整備を進めるとともに，本市の地域特性を活

かした効率的な都市づくりを目指します。 

また，快適な生活環境の質的向上・充足を目指し，身近な生活圏で暮らしを支える買い

物や行政・福祉・医療サービスなどの利便性の向上や，公共公益施設などの適正な統廃

合や再配置など，誰もが快適に暮らせる優しい都市づくりを目指します。 
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都市づくりの目標４ 

地域力の向上のもと，みんなで進める協働の都市づくり

市民・行政・学校教育ほか，様々な主体が役割分担しながら，連携・協力し，地域の課

題解決に向けた取り組みを進めることで，地域の実状やニーズに応じた，きめ細かなサ

ービスが行える都市づくりを目指します。 

また，本市が有する自然や歴史，地域が有するコミュニティや文化などを学習し，後世

にも引き継いでいくために，地域ごとの取り組みを推進するとともに，本市の魅力を効

果的に発信するなど，観光誘客の取り組みを進めます。さらに，市内各地で有する特色

のある地域コミュニティを維持・向上するとともに，多様化する社会の中で多文化共生

を踏まえ，市民の参画による住みよい都市づくりを目指します。 

都市づくりの目標３ 

災害に強く，安全に安心して暮らすことのできる 

都市づくり 

近い将来，高い確率で発生が予測されている南海トラフ巨大地震や，近年頻発している

異常気象に起因した集中豪雨，密集市街地での大規模火災など，様々な災害に対応するた

めに，戦略的に土地利用の規制・誘導を行い，道路や緑地，公園，避難所などの基盤整備

を進めるとともに，自助・共助・公助といったソフト面での取り組みを推進し，災害に強

い都市づくりを目指します。 

また，市民が利用する公共施設の老朽化対策に取り組むとともに，不特定多数の人が利

用する建物，道路，公園などについてバリアフリー化を進めるなど，誰もが安全に安心し

て暮らすことのできる都市づくりを目指します。 


